
                                                                                             

 

 

 

 本気の汗が教えてくれたもの・・・  

 ６月１３、１４の両日、郡下の各会場で２７年度の木曽郡中学校体育大会がおこなわれました。結果は後
日の「学校便り」をご覧下さい。勝ち負けや順位差はありますが、一回りたくましく伸びた生徒の姿を様々
な場面で見ることができました。「スポーツを通して人間性を高める」という 
運動部活動の目標に手が届いたように感じた初夏でした。 
自分なりの頑張り所がつかめない生徒、楽しくという言葉だけで納得してし 

まう練習、なんとなくそこにいるだけの存在感、めんどっちい・・・と簡単に 
休む気楽さ、適当さ。部活ってこういうものだっただろうかというのが、昨年 
からの私の困惑でした。指導する側の問題もあったかもしれませんが、職員室 
では、「技術より先に、やる気にさせるのが難しくて・・・」「ちょっと厳しい 
練習をするとすぐ学校を休むし・・」「全員揃わないから、今日もチーム練習が 

できませんでした」と、悩み深き先生方の声が多 
かったのも事実です。女子と男子の取り組み方に 
も大きな差がありました。特に三年生にもなると 
男子は一気に変身をみせ、ちょっとまぶしいよう 
な力強さがにじみ出てくるものですが、生徒によ 
っては内なる炎の細さがずっと気がかりでした。 
しかし、「本気」に火がついた生徒も確かにいま 

した。ここへきての彼ら、彼女らの成長ぶりは大きく 
その「かっこよさ」は応援に駆けつけてくれた生徒 
たちの拍手を誘いました。部活動で「本気の汗」を 
流す清々しさを知ることができた意味は大きいと思 
います。次なる可能性への前向きな心を引き出すこ 
とができたと同時に、三年生が見せてくれた「本気 
の汗」は、一年生、二年生の「本気」や目標となっ 
て受け継がれていく流れとなるに違いないからです。 
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中信陸上大会で選手宣誓！ 

宣誓直後の４００Ｍで１

位。（全体で３位）見事に

県大会出場を果たしまし

た。美しいフォームでゴ

ールの瞬間です。 

。 

陸上部の田口翔斗君が、陸上中信大会の開会式
で選手宣誓の大役を果たしました。大きな声、
明瞭な言葉、落ち着いた態度が絶賛された宣誓
でした。翔斗君が頑張れるように学年で壮行会 
を開いたそうです。陸上部や学年の仲間たちの
思いも込められた晴れ舞台でした。 

和の文化を感じる  美術で制作した
生菓子が並びました。ヘラの使い方も上

手です。職人さんを感じる逸品もアリ。 

御嶽海 がんばれ先輩コーナー 
図書館横にあります。相撲関係の図書

や新聞記事も上田先生の工夫で充実 

ジャージが整えられて  校庭へ出た

際の３年２組の体育の時のこと。個人

でしたのか誰かの心遣いか。美しい。 

１５年ぶりの優勝杯 おめでとう  

女子バスケット部の皆さん！！ 
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